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Laxonalinの臨床効果
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The authors used Laxonalin in 49 cases of obstinate chronic constipation resistant to 

other laxatives. It was proved that Laxonalin was a useful laxative. Laxonalin showed 

good effects to habitual constipation and dolichocolon but was not sufficient acting in 

megacolon. It seems that Laxonalin is effective to constipation due to functional disorders 

but the effect is not sufficient to constipation caused chiefly by organic colonic changes. 

0io side effect was observed even in long term administration. 

1. 緒 広司

近時ザf内＼＇，輸液等の急速な進歩に伴って p 外科適応

症の急速なれ；；A:Jゐ見らh，多くの症例が社l；台刊1：；の恩

恵を浴するに至った．然し乍ら更に多くの患者が，使

誌に関連した念行号持つです、｜淀し，之の適確なる解決

l土仲々 l何.＇1';1な場合;j＞多く F 比の；＇~：門での急速な発展が

強く要望さi＇－ている現況である．勿論便秘の原因l土種

々維多であり P 治療も一元的に論ぜられないが，薬物

療法，就中緩下j守！の検討がJはも必要と思われる．

我は最近 C H.ベーリンガーゾーン社の新緩下剤

Laxonalin を試用する機会引~t, 主に女性の頑固な慢

性｛史夜、症に使用しP 2, 3の知見を得たので；；に之号報

告する．

2. Laxonalinの検討

好之lご（山花1の冶療に当つてはp 原因の排除に！’ちめる

と同時にp 食餌p 精神的，物府内療法を実施するのは

勿論の事である九薬物療法が最t,jl)j'ij',・ f J1 l~ Iる手段

である．即ち下剤が用いられるが，通常之はその作用

機序により．

(11 溶解性下剤

(21 刺激性下剤

と区別せられん効果の程度によって

II）緩下剤

(2）峻下剤

とに刀、けらiiている．

うと作用部位等によっての分類もなされ，これ等は便

秘の原因或は使用目的等に応じて適宜使用される必要

がある．然し下剤p ~;t中 J1l' も広く使用方法，用量，環

境，個人差等多くの因子によって，常に一定の効果を

もたらすものでなく，薬剤の完全な選択適応lt全難の

事；）＞多い 現在日常に新しい終 F剤が市販されて来た

が，比の問題の完全な f何）~は得られていない比の観

点に沿っていx《>nalinを検討すると，その薬理作用の

要約ft,

(1) 作用機構は完全には説明されていないが一部分

大腸粘膜に直接作用し，同時に吸収され r（！日：；こよ

って述はれ大腸を刺激する．’U吃収される為lご小

腸をも僅に刺激する．

(2) ijl,，＼管系に摩筆を起さか‘、．

(3) フムノール7 クレインと比較しP 作用は 3.2倍

強 IJ勺毒性は｛尽く，且つ3倍早く作用を現わす

C H.ベーリンガーイーン社の方で 1236例の鶴床

実験を行っているがp その適応惜2は広く P 術f乏患、者よ

りvせjけ［叫Fピ、j
が相＇ljな効果を＇）＇（ Y，且つ副作用が殆んどない点は注

目される．
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表

疾患名

習慣性便秘 l

結腸過長症 1

巨大結腸症 l

従っていxonailnの検討は時機を得たものと思われ

る．

投与期間及び副作用・長期投与は，有効例で最長5

ヵ月に達している．之等で初期有効量以上に増量する

必要のあった症例はなかった．我々は便通に応じて次

第に増量するようにつとめたが，減量の困難な症例が

多かった．

尚本剤使用中， P区気p 日区吐P 胃重感等の胃腸症状を

訴えたものは 1例もなく，食思の変化を来たしたもの

も認めなかった．

症例 原因の異なる促秘患者ではp その治療効果の

判定は当然違ってくる．従って今回は術直後の患者は

すべて除外しp 一応相当期間対症療法が要望され且つ

他の薬剤Iで予期の効果号手げ得なかった，頑固な慢性

同夜、号主症状とする患者号対照とした．その内訳を大

別すると表1の如くである．
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C.H ベーリンガーゾン社の臨，r、i宍併用基礎資料に
よるとp Laxonalin i土地続門川1'2']J¥,'..ご永年下剤jを使用

し習慣性になってしまった慢性便秘には満足すべき効

果が得られていないー又慢性の痘筆性便秘も令部良好

果を示したと報告している．之に対し我々の第一，第

二の症例は何れも同様な範囲のものであるにも拘ら

ずp 相当の好結果を得てし、る．之等効果の差異は一概

には説明出来ないが，本剤の投与量，用法の差違と共

にy 対照症例の程度等の検討が必要なものと思われ

る．

又一方之等成績を検討するlこl土対照疾患の病因的考

案が必要である．

先ず習慣性便秘或は常習性1りιより検討するにp 比
の概念は必ずしも一定のものでなく，成書により若干

の差違は認められる．然し一般に大腸の機能異常によ

ると考えられる一次性の同誌で，；：.：，山川i貯 I, ＇＇常＇i'J・I"=

便事E症の大部分は大切及び直腸における腸神経の一次

的障害によるものであると主張した．この見解はその

後山活に理論づけられ，今日では特に／＼uerbach神経

叢の機fJ~ ；，，z;U，興奮不充分によるものであるとされて

いる．兵νワ1山jミ腸の解剖j筆的異常に原因するものも含

める事がある．又之等機能減退性（弛緩性） fl!.!夜、に対

しp機能先進性（痘筆性）便秘も存在し，更に之等大

腸運動機能の充進と減退が併存しているものもある．

八回は常習性便秘を Cannon-Boehm点を境とする自律

神経支配の変調に由史十る大腸運動失調症 I［）ドtnni:i

考4. 
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結腸過長症は， S字結！揚過長症が6例であるがp 巨

大化していない症例のみでp 巨大結腸症は Hir,;ch,i:-

rung病乃至既に巨大化した過長症等である． 尚年令

分布は19才より73才迄でp 中年の女性が大半を占めて

いる．便通分布は3～ 10日に l行で＇ 5～ 7日に 1行

の者が長も多い

投与方法及び量・全例に 1日1回就寝時に錠剤（ I 

錠中60皿g含有）として屯用せしめた.tz与量は最初便

秘の程度に応じp 1 日 l~ll～ 180mgを投与したが，その

後の使通の性状，回数に応じて直ちに増減した．効果

の現われた時は有効量を維持した仇次第に減量し60

皿gで充分な効果の維持が出来たものも多い．

効果：効果の判定基準としてF Laxonalinの使用に

より， l日l～2行の軟便乃至固型便の排池を認め，

症状の著しく好転したものを著効例としF 使用前に比

し明らかに排便期聞が旬結しp 通常2日に l行の排便

があり且愁訴の改善を見たものを有効例とした．比の

ね事により我々の成績を表示すると表2の如くであ

る．

l'!Pち所謂習似性便秘に属する症例は， 37例中27例の

著効例を見，しかも著効例の多いのが注目される．次

いで結腸過腸症が7例中5例で効果を認めているが，

前者に比し著効例が少い．之等に対し巨大結腸症は明

らかに反対の結果を示めす，

49 
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Colica）の lつの状能であるとしF 主として結腸の機

能失調に帰している．又一面臨床的な成因よりみると

生活環境p 食官Tf,運動不足，；治業，便所の不備或は横

川県岐害、，腹筋の弛緩， E工門部の炎症p 痔疾等の器質

的疾患、等多くの原因により，自然の便意を抑圧するの

やむなきに至ることを繰返しているとp 直腸の排便反

射が鈍麻し，便秘を来す様になる．

只状結腸過長症は，その'it't:ーには先天的異常が素因

となり， 之に腸神経系の障害， 過長腸管の変位p 捻、

~k；，腸間膜の癒着，糠痕化等色々の誘因が加わって腸

内容の通過障害を起すものである．

巨大結腸症は Hirschsprung病が代表的なものであ

るがp 之は A.uerbach神経叢の変什：或；土欠如を主脹す

る説が強い．

従って我々の成績を病図的な関連より検討すれは，

明らかに機能的変化に由来すると思われる常習性便秘

では，非常に有効であるが襟質的変化が主体とされる

巨大結腸症では殆んど効果がないt甚になる．機能的障

害守主因とし之に器質的色彩の加わった結腸過長症は

前二者の中間の反応を示す．以上の事l土p La＞《onalin

の有効例が常習便秘症例中弛緩性の傾向の強いものに

多く，痘翠性に属すると思われるものにはあまり効果

がない傾向にある事と関連してP腸機能特に Auerbach

氏叢の機能的低下を示すものに有用でないかと思われ

る．

我々は最近 Krebsphobieの弛緩性便秘例で投与前

注腸撮影でも結腸運動が著名に低下していたもの3

著効後再度の注腸透視で運動の著明な充進を観案した

が，之は非常に興味のある事実と思われる．

之に対して，レ線学的にも痘筆性結腸を持ち， 5日

にl行程度の痘雪量性便秘例で興味ある成績を得たが，

之はp 本剤の適応に一つの考方を示唆するものであ

る．即ち本剤1日180mgの投与により 1日l行の僅少

の排便を見たがy 逆に 120mgに減量する事によりp 気

持よく大量の排便があり＇ 60mgの維持量で快適に 1日

I行の排便を維持し得た例である．之は腸機能特に

Auerbach神経叢の被刺激性元進時には，逆に正常化

への機転をも本剤が持つ可能性を示す例でp 今後更に

追究したいー

いずれにせよp 本剤は薬理学的特性やp 臨床実験の

一層の追求が要望されるがp 現在の段階でも適当な症

例を撰択すれは，非常に有用な薬剤と云えよう．

5.結論

我々は頑聞な慢性便秘を主訴とする患者49名にp

Laxonalinを使用し， 本剤が有効な緩下剤である事を

知った．

1.習慣性便秘には効果良好で，結腸過長症には相

当の効果が期待されるがp 巨大結腸症では効果が

なかった．

2.機能的原因に由来する場合には有効で，器質的

変化を主因とする場合には効果がないものと恩わ

れる．

3.尚本剤使用中は認むべき副作用はなかった．


